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藤輔 必蔦 離l丁 轟轟 ど持
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籐鸞書

施機灘鐵籐 終念母機の糠やか兼藤籐懺蒙_′戒め轟籐籍議

平逮越患等患掘穣咤 熱‡こ鍵プ義移滝東京篭舟攘轟鋒一燻子斃斃鐘競吟事絞警縫機爆マ

葛攘義載麟の盆総轟鏃癬造す轟率を兼娑駐じゑ。詩驚断1',運簸舒ガ露鋒駅藻、麓機籍の

嬢辮雄策であり、地域最大 1″淳騒舜lttll農推で盛る詫罐籐め簿遠雑律いゝ麹嬢経謗は糞

農り麹織体麟糠へも警気毅鬱攀態辱え、地域篠罵fブつ生播基盤を恥揺るがしかねない

状擁と絵りま亀″滝↓平壌2拳 筆た魔烙戯約攀年羅ll吟纂歳期聞繊騒で、線拳機、韓
‐
践機

が本舞藝鶴ほ努稼触 生ノ、盤幕◇等魔雑感綾共夢亀縄轟攀の下で初めての建嬢繊翁が行われ、

町内粂礫五の社票の蕪緯持作斃錢の最絡利嬢が
'驚

テど漏し、晟》やく東酵森決錢鍵銃盛

鶴機獅∫惨騒漆裁線へ戻りつメ》赫ります惑

また、1摯嬢越念時鞠 l‐嵐、平蹴 2惑年 6デ豪イこ運転期欅ll錘幾が認可暮れ、魏窪、安

盆控麹監対策猛事が静韓もガ職く完rの 爾総がっくと鍵孝ヽて鶏攀“
難嫁綴の諄傭が錢影ゝ

守つあるな驚えて鱒り攻す韓麹域経済吟斑ガ譲租l_ll筏と、驚鹸縫機の生織魏総の安建薙

驚えると予豊摯機、4号盤馬織かで、1拳機、2考機デ期 が必麓でありまで屯

錢工業撃夢観点から▼ま、地載経済の回縫触賞なる発農、メ亀
‐して燃載機民の羅驚罐す・路‐憩

持濠鍼逸鉾拳繭11点錢翰義簾めためとと、地域の鍵幹雄黎でみ警.速載幾大の羅チ瑠鵞ll幾先で

発る麓凝舞蹴餅とみて奪なき統きそ(ダう役割を巣盈されるとを舞繁みます。

機兎襲伊)観点か必は、眸今て″理 潜糟携持籐審最―ズFデ》多様砲韓より、観光審数が

筆々減少ぽ洩でメ→子:要、義篭所の安盗錯策工事、や定理薫毅組讐う律業員の手瑠丁肉r、輸入込

義数俗簿デ淳置:ま、箪ぬ絡機薪数♂)壌熱のヽ端霧熱つてい跡のも事霧で赫り、今後逢為

麹舞義尭蓑議鈴典蓼典熊疹露もれることを繁み窯
‐
介登またそ蕊糠鶉穏麟難漆笠・て燃

鵡 、講諄チウイアン熟嬢撫予鱗封策が徽,競暮娘、籍油費入角‡こ始影ヽても大慧Fふ
甚トジプ》

持慈染霧を議す要塩なく雛移与鷲鶏珍ますが、募i議続き懐錢オ演嬢染予鱗対鑽警求め

ます意

女機の機点か等機、鶏遊な家麓分播絡営撥た烙奪こ藤社安み患て撃わせ轟r鷺競環錢が

惑甕てや轟妙～色の棗と
lrヽ高機暉を幹々孫狩嫌醸ぎ～

t降泰韓わ之り安定単密心して働とする

懸期の斑輿匙鶴薮報暉くり驚ゑ́進攀るため雑‡ま、こ露4,からも薦換斃臨議とく
'〉

羹存羹鎌が

盛要で務ると隷巖毎て浴攀裳す。

嶽亀鉾事から、難搬 規制磐錢会の審査‡こ舎鶴 b盈療‐静プご巽罐騎韓吟影ゝで撤、安盈安心灘犠

翰越荷警議機雄ゝ癬繰壽篭芦,1摯機、乏零・機の麓持渉簸壽繊織を籐鱗裁う歳す。

以  上




